
平成２１年度一般会計補正予算説明資料
７款 商工費
２項 工鉱業費 産業振興総室［企業立地推進チーム］（内線:７６６４）

１目 工鉱業総務費 （単位：千円）

財 源 内 訳 備
事 業 名 補 正 前 補 正 計

国 庫 支 出 金 起 債 その他 一般財源 考

[とっとり発グリー
ンニューディール] 0 2,254 2,254 2,254
(新)太陽光発電関連 〈繰入金〉
産業育成事業

トータルコスト 0 5,568 5,568 （補正に係る主な業務内容）

従事する職員数 0.0人 0.4人 0.4人 参加企業公募、訪問調査・協議会開催事務

【国１次補正「とっとり発グリーンニューディール基金」充当事業】
説明

１ 事業の概要
市場規模の拡大が期待される太陽電池及びシステム周辺機器関連産業について、「 太陽光発

電関連産業育成協議会」を設置し、県内に集積が高い電気機械器具製造業等が新規参入でき
る分野等の調査と支援方策の検討を行う。

２ 事業内容
（１）太陽光発電関連産業育成協議会の設置

〔協議会の構成〕
・太陽光関連産業への新規参入等に意欲のある企業（公募：２０社程度）
・（独法 ）鳥取県産業技術センター、（財） 鳥取県産業振興機構、鳥取大学産学・地域連携推進機構、県

（２）調査研究方法
協議会において、太陽光発電関連メーカーを訪問し、具体的な製造技術や関連技術、

業界動向等の調査研究を行い、検討を進める。
（３）実施時期・内容

時期 調査検討内容（案）
７月 ○協議会発足、太陽光発電をめぐる産業構造及び生産構造等の勉強会

８月 ○太陽電池大手セル、モジュール、シリコン原料、太陽電池製造メーカ
～ ー工場訪問調査

１１月 ・セル、モジュール、シリコンの製造技術、関連技術、製造委託状況等を調査
・太陽電池製造方法の今後の動向と製造装置の導入の可能性等を調査

○検討結果まとめ（太陽光関連産業への新規参入等について検討）
１２月 →助言者：太陽光発電のコンサルティグ会社

（４）所要経費
２，２５４千円
（講師謝金、
バス借上料等)

【参考】県内で参入の可能
性のある想定産業分野

○モジュール製造分野
⇒電気機械器具製造業
（液晶関連）

○システム周辺機器分野
⇒電気機械器具製造業
（インバータ、電池等）

太陽光システムの生産構造太陽光システムの生産構造

県内企業県内企業

シ リコン原料
メーカー

副資材
メーカー

太陽電池メーカー

セ ル製造

モジュール製造

太陽光発電システム

ハウスメーカー、施工メーカー

シス テム周辺機器

メーカー （インバータ、分電盤等）

協力会社
電気機械器具製造業

○電気機械器具製造業

（液晶関連）

従来の液晶関連技術を生かして、製造可能。

○電気機械器具製造業

（インバータ、電池等）
製造技術を生かして、新分野に進出可能。

○企業誘致による雇用増

○県内企業の生産増及び雇用増

誘致ターゲット誘致ターゲット

効効 果果

技術
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技術
セン
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大学
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＜太陽光発電関連産業の展望＞
現状(20 07年） 将来(2 020年）

市場規模 1 → 10兆円
雇用規模1.2 → 10万人
資料：ソーラーシステム産業戦略研究会


